千代田区スポーツセンター弓道場　アーチェリーの利用に関するお願い
※当弓道場で定める、「安全規定」を遵守してください。

１．準備・片付け・掃除
・アーチェリー用の畳等は常設されているわけではありません。
・練習開始時の脚・畳・的の設営、練習終了後の片付け、畳くずの掃除などは指導員や協会役員の指示の元、全員で協力して行うようにお願いします。
２．弓具の組み立て、ケースの置き場所

・弓具の組み立ては、ロッカー室および畳の上で行ってください。

・射線後方が狭いので、組み立て終わったケース類は、大鏡の設置してある畳の上、
射線より前方に置くか、ロッカー室（斜線部）に立てかけるようにお願いします。
３．組み立てた弓具の置き場所

・行射をしない場合には、射線上に弓具を放置せず、畳の上か弓立てに片付けてください。

・射線後方のスペースを空けるため、ご協力をお願いします。

４．行射の注意

・行射は６射以内としてください。

・何らかの事情で遅れて射ち始めた場合、他の方のタイミングで６射に満たなくても

　終了していただくことがあります。

・練習する方が１５名を超え練習に支障を来すようになった場合には、安全管理者

（指導員、協会役員）の判断により、２立ちでの練習をお願いいたします。

・２立の場合には、タイマーを用い、１立３分の計時をします。
・行射終了を示すブザーが鳴りましたら、射数に関係なく終了するようにしてください。

・射線上で矢を落としてしまった場合には、危険なので絶対に拾わないでください。

・射線上では、アーチェリーに関係のないお喋りはやめましょう。

・目に余る行為に関しては、注意を与え、退場を命じられることもありますので、

　ご注意ください。

５．矢取り
・「アーチェリー」と記入されたサンダルをご利用ください。

　また、使用後は元の位置（収納ケース）に戻してください。

・同一的に複数人数の矢が打ち込まれるので、怪我の無いように、順序よく矢取りを

　行ってください。

・矢取り後は速やかに射線後方まで戻るようにしてください。

６．ゴミの持ち帰り

・弓道場で発生する的紙、弦などの消耗品を除き、ご自身で持ち込んだペットボトル等の
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　ゴミはお持ち帰りくださるよう、お願いします。

千代田区アーチェリー協会
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